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【はじめに】 

当家畜保健衛生所管内では、2015 年から 2024 年の間に黒毛和種繁殖農家 20 戸に対

し、重点的に牛伝染性リンパ腫清浄化対策を指導してきた。今回、規模拡大と清浄化対策

に並行して取り組み、一定の成果が得られた事例について概要を報告する。 

 

【対策農場の概要】 

当該農場は 2016 年時点で、黒毛和種繁殖雌牛 70 頭をフリーバーン方式で飼養する肉

用牛繁殖農家であった。（図 1） 

2016 年度に当該農場で飼養する繁殖雌牛 70 頭に対し、ELISA 法を用いて牛伝染性リン

パ腫ウイルス（BLV）抗体検査を実施した。検査の結果、BLV 抗体陽性牛（陽性牛）が 66

頭、BLV 抗体陰性牛（陰性牛）が 4 頭となり、当該農場における陽性率は 94.3％であっ

た。（図 2） 

【2016 年度から 2021 年度までの対策（基本対策）】 

 BLV 浸潤状況調査の結果を受け、陽性牛と陰性牛の分離飼育、および陽性牛の淘汰を中

心とした以下の BLV 清浄化対策を開始した。 

１. 自家保留候補牛および市場からの導入牛（育成牛）BLV 抗体検査 

 育成牛に対して、随時 BLV 抗体検査を行い、陽性牛・陰性牛の振分けをした。（図 3） 

２．陽性牛・陰性牛の分離飼育 

 BLV 抗体検査結果をもとに陽性牛・陰性牛を別牛舎に配置し、分離飼育を開始した。

図１ 2016 年時点の農場見取図 図２ BLV 浸潤調査の結果 



（図 4）陰性牛群は年に 2 回 BLV 抗体検査を実施し、定期的に清浄性を確認した。 

３．早期母子分離 

 陽性牛から子牛への垂直感染を防止するため、初乳製剤や人工哺乳を導入し、早期の母

子分離を開始した。（図 5） 

４．陽性牛の淘汰 

 陽性牛の積極的な淘汰を実施した。（図 6） 

 

 

【2021 年度から 2024 年度までの清浄化対策（強化対策）】 

 陽性牛の淘汰と飼養頭数の増頭を両立させるため以下の対策（強化対策）を行うように

指導した。 

１．受精卵移植技術の利用 

高能力な陽性牛から受精卵を採取し、陰性牛に移植することで、垂直感染のリスクを

減らしながら後継牛の生産が可能となった。 

２．陽性牛の経産肥育 

当該農場が 2021 年度から経営体に肥育経営を追加したため、陽性牛を肥育し、出荷す

ることで陽性牛の淘汰・更新を促進した。 

３．陽性牛淘汰順位の作成 

 2023 年 5 月に陽性牛 52 頭の BLV 遺伝子量（PVL）を計測し、BLV 感染源としてのリスク

図３ 育成牛の BLV 検査結果 図４ 分離飼育開始後の農場見取図 

図５ 早期母子分離 図６ 陽性牛の淘汰頭数  



評価を実施した。（図 7）リスク評価の結果、月齢、産肉能力育種価等を総合的に鑑み

て、更新順位を作成するよう指導した。（図 8） 

４．高度な分離飼育の開始 

 当該農場は規模拡大のため、2023 年度までに 3 棟の牛舎を新たに増築した。陽性牛・

陰性牛群を増築した新牛舎へ移動した。既存の牛舎の一部を育成牛の隔離牛房として利用

することで、より高度な分離飼育を可能にした。（図 9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対策の経過】 

2016 年度からの対策開始後、2021 年度までに陽性牛・陰性牛の分離飼育、および陽性

牛の淘汰・更新により、陽性率が 94.3％から 50.8％まで減少した。しかし、2018 年度か

ら 2021 年度の間に規模拡大を開始し、飼養頭数が 88 頭から 134 頭へ増加したため、完全

な分離飼育が困難となり、陽性率が 58.2%まで増加した。その後、強化対策を開始し、

2024 年度に陽性率は 36.1％まで減少した。飼養頭数は、対策開始当初の 70 頭（2016 年

度）から 144 頭（2024 年度）まで増頭した。 

図７ PVL 計測結果の概要 図８ PVL 測定結果等に基づく淘汰順の作成 

図９ 牛舎増築後の陽性牛・陰性牛の配置変更 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

 今回の事例では、規模拡大の意欲のある農場にて陽性牛と陰性牛の分離飼育、および陽

性牛の淘汰・更新を中心とする基本対策に追加し、受精卵移植技術の利用や、陽性牛の経

産肥育など、規模拡大と陽性牛の淘汰の推進を両立するための強化対策を指導した。 

当該農場は 2016 年度の対策開始時点から 2024 年度までに、陽性率は 94.3％から

32.6％まで減少、飼養頭数は 70 頭から 144 頭まで増加し、BLV 清浄化と規模拡大の両面

で一定の成果を得ることができた。 

今回の事例では、対策農場の経営状況、飼養管理方法、および増頭計画等を考慮し、

農場に合わせた BLV 清浄化対策を提案することができた。清浄化対策を継続している他農

場においても、個々の農場の実情に合った清浄化対策を指導していきたい。 

図１０ 対策開始時からの飼養頭数と陽性率の推移 


